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北海道サイクルルート連携協議会アドバイザリー会議 設立趣旨

北海道におけるサイクルツーリズムを推進するため、先進地域の取組等も踏まえつつ、自転車の走行環

境、受入環境の改善・充実を図るための方策や、サイクリストも参画した効果的な情報発信の方策、持続

的に取り組みを進めるための体制や役割分担などについて、先進的なサイクルツーリズム環境の実現に向

け、広範な助言をいただくため、検討委員会の事務局を「北海道開発局」と「北海道」とし、

「北海道サイクルルート連携協議会アドバイザリー会議」を令和元年度からこれまでに７回開催。

※北海道サイクルルート連携協議会

：北海道開発局、北海道運輸局、北海道、北海道商工会議所連合会、

北海道観光機構、シーニックバイウェイ支援センターにより構成

ルート協議会 ：質の高いサイクルツーリズムを提供する団体。市町村、総合振興局・振興局、

開発建設部、民間事業者団体（観光協会、商工会議所等）、自転車関連団体等により構成



案内看板・路面表示（矢羽根）仕様基準を運用した走行環
境整備（北海道開発局・北海道）

基幹ルートの案内サイン、路面表示矢羽根の標準仕様、地域ルートの案内
サインの標準仕様を作成し各ルートで運用し走行環境を整備。
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継続

▼標準仕様

案内看板（左：基幹ルート・地域ルート重複区間、右：地域ルート）矢羽根

自転車走行環境改善のための路肩の拡幅
（北海道開発局）

継続
稚内開発建設部管内において、路肩の狭い国道において、
路肩を拡幅し自転車が走りやすい環境を整備

▼整備事例（きた北海道ルート）
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出典：国土地理院ウェブサイト

宗谷岬

事業箇所

北海道開発HP
(https://www.hkd.mlit.go.jp/ky/kn/dou_kei/splaat000000utuk.html)より抜粋

走行環境に関する主な取り組み



走行環境整備状況の進捗整理（北海道開発局）

各ルートの整備進捗状況をアクションプランにて管理。引き続き実施。
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継続

道路排水桝部の改善検討（北海道開発局）

■切削オーバーレイによる設置状況

オーバーレイ設置前 設置・舗装の切削

令和６年度は知見の蓄積を目的にオロロンライン・サイクルルート、石狩
北部・増毛サイクルルートをフィールドとして試行。即効性・有効性が確
認できたため、今後、段差改善対策の一つのツールとして道路設計要領等
に位置付けることを検討。

継続

■段差の発生状況とその改良

改良前 舗装面とグレーチング
に2㎝の段差が存在

改良後

きた北海道ルート アクションプラン

令和８年２月２７日

きた北海道サイクルツーリズム連絡会議

令和８年度

活動

メニュー
令和7年度の整備

数量
（単年度）

令和7年度末まで
の整備数量
（累計）

令和8年度の整備
予定数量
（単年度）

令和8年度末ま
での整備予定数

量
（累計）

令和9年度以降
の整備予定数量

（累計）

630 設置数 123 364 119 483 612

(必要数) 整備率 20% 58% 19% 77% 97%

90 設置数 2 77 3 80 89

(必要数) 整備率 2% 86% 3% 89% 99%

16 設置数 0 16 0 16 16

(必要数) 整備率 0% 100% 0% 100% 100%

28 設置数 4 28 0 28 28

(必要数) 整備率 14% 100% 0% 100% 100%

14 設置数 0 14 0 14 14

(必要数) 整備率 0% 100% 0% 100% 100%

14 設置数 0 5 1 6 6

(必要数) 整備率 0% 36% 7% 43% 43%

取組推進予定取組実績

②
走
行
環
境
の
安
全
性
・
注
意
喚
起

国道×道道以上の交差点分岐後に10
ｍ間隔で路面表示（矢羽根）を2個以上
設置する

急カーブの手前では10ｍ間隔で路面
表示（矢羽根）を2個以上設置する

トンネルの手前に10ｍ間隔で矢羽根を
2個以上路面表示（矢羽根）を設置する

見通しの悪いトンネルの手前には、注
意喚起看板を合わせて設置する

路面表示（矢羽根）設
置
【主要交差点部】

路面表示（矢羽根）設
置
【急カーブ手前】

路面表示（矢羽根）設
置
【トンネル手前】

注意喚起看板設置
【トンネル手前】

整備・実施項目実施内容

①
ル
ー

ト
案
内

案内看板シール設置
【交差点部】

案内看板シール設置
【単路部、5km間隔】

※単路部は5km間隔で双方向に案内を設置。設置に
あたっては、道路附属物等の支柱への「案内看板シー
ル」を基本としつつ、適切な支柱が無い場合には「案
内用の路面表示」によりルート案内を設置する

ルートが右左折で分岐する交差点で
「予告」「分岐」「確認」の案内看板シー
ルを双方向に設置する

現状 取組推進 取組完了

きた北海道ルート アクションプラン一覧

１．走行環境

※赤太線囲みは、Ｒ７年度に整備が進んだ項目
※黒太線囲みは、100％の項目

R6年度までに整備済み
R7年度に整備実施
R8年度整備予定
R9年度以降整備予定
未定

・昨年度にルートが確定した区間もあり、案内看板設置につ
いては進捗が遅れている状況ではあるが、着実に整備を進
めている。
・交差点、急カーブおよびトンネル手前の矢羽根設置は過年
度より100％整備がされている状況。

【整備進捗率の推移】

ルート案内 注意喚起

＜凡例＞
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現地視察および意見交換会の実施
（北海道開発局）

2025年はきた北海道ルートでの現地視察会を開催。
ルート案内や路面表示等の走行環境、休憩施設等の受⼊環境、情報発信の
取組等について現地確認し、意見交換を実施。

継続

▼現地視察および意見交換会の様子

白い道

稚内フェリーターミナル稚内駅

意見交換会

走行環境に関する主な取り組み



受入環境に関する主な取り組み
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国道や国が管理する河川を巡行するパトロールカーへ空気⼊れおよび
工具を搭載しサイクリストを支援。本年度から全10ルートに取組を拡
大。今後も継続予定。

▼サイクリスト応援カー（阿寒・摩周・釧路湿原ルートでの実施例）

セコマグループとの連携した取組
（北海道開発局）

継続

各ルートにおける休憩施設空白地帯とコンビニの位置関係について調査。
セイコーマートにサイクルラック（令和７年度：１８７店舗）、自転車修
理用工具（令和６年度～：４店舗）を設置。

▼設置されたサイクルラック

サイクリスト応援カー（北海道開発局）
継続
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⚫ 安心なサイクリング・トレイル観光を推進する観点から、次のよ
うな取組を推進。
①工事現場のトイレをサイクリスト等に提供。
②工事現場事務所において、工具の貸出、休憩場所等を提供。

⇒R7年度は網走開建発注工事で試行的実施・検証。

⇒検証結果を踏まえ、関係者の協力を求めつつ、取組の充実・
拡大を図る。

⚫ 共創チーム：サイクルルート協議会（自治体、サイクリング協会、
網走開建、振興局、運輸支局）、道の駅、環境省、観光協会、網
走建設業協会、工事受注者

新規

▼トイレ箇所

▼女性サイクリストから意見を聞き取り▼管内２１箇所の 「道の駅」 にポスターを掲示

受入環境に関する主な取り組み

サイクリング・トレイル観光推進プロジェクト
（北海道開発局）
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サイクルパネル展の開催（北海道開発局）

５月の「自転車月間」に合わせて、サイクルルートの魅力と認知度の
向上を図るため、サイクルルートのゲートウェイ、休憩施設、道の駅、
公共施設などでパネル展を開催。
開催会場は、合計で３９日間で２９箇所実施し、延べ６７９回の開催。

新規

▼石狩あいろーど厚田 ▼北斗市観光交流センター別館 ほっくる

自転車利用環境向上会議への参加
（北海道開発局）

全国の自転車施策関係者や一般の方々に対して、管内の自転車利用環境
向上の取り組みや、サイクルツーリズムの取組みをＰＲ

継続

▼ポスターセッション ▼ポスターの展示

ベスト・サイクル・プロジェクト２０２５
（北海道開発局）

継続

北海道におけるサイクルツーリズム推進に向けて、他の模範となるサ
イクルルート協議会活動の積極的な創出や啓発・普及を目的とし実施。

各ルート協議会か
らプロジェクト・取

組の応募

■応募～表彰までの流れ

①１次審査
（書類・動画）

②最終審査
（プレゼン）

決定
表彰

フォトコンテンスト２０２５
（北海道開発局）

継続

サイクルート北海道フォトコンテスト2025開催。

▼フォトコンテストのリーフレット ▼Instagramでの情報発信

情報発信に関する主な取り組み


